
は
犠
牲
が
無
か
っ
た
。
我
々
自
身
も
郷
土
部
隊
の
九
師
団
は
、

日
本
軍
の
最
強
師
団
だ
と
自
負
し
て
い
た
か
ら
で
す
。

次
に
台
湾
で
の
状
況
で
す
が
、
住
民
と
の
関
係
は
割
と
良

か
っ
た
。
中
隊
長
は
現
地
で
結
婚
し
た
。
戦
後
の
住
民
関
係
も

変
わ
ら
な
か
っ
た
。
食
料
に
つ
い
て
も
、
敗
戦
前
も
後
も
余
り

変
わ
ら
な
い
。
米
も
野
菜
も
、
肉
、
魚
、
甘
味
、
果
実
も
あ
っ

た
の
だ
か
ら
、
恵
ま
れ
た
戦
中
、
戦
後
だ
っ
た
と
い
え
、
他
の

方
面
の
話
を
聞
く
と
何
か
申
し
訳
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
。

私
は
有
難
く
も
復
員
出
来
た
が
、
心
配
し
て
い
た
満
蒙
開
拓

義
勇
隊
の
仲
間
は
皆
引
揚
げ
る
こ
と
が
出
来
て
良
か
っ
た
。
私

の
復
員
は
、
昭
和
二
十
一
年
二
月
二
十
七
日
で
、
外
地
部
隊
と

し
て
は
早
か
っ
た
。
し
か
し
、
当
時
内
地
に
は
勤
め
先
も
少
な

く
、
天
職
で
あ
る
農
業
を
現
在
ま
で
や
っ
て
い
ま
す
。
今
考
え

て
も
、
農
業
を
や
っ
た
方
が
良
か
っ
た
。
恩
給
よ
り
年
金
よ
り
、

一
日
一
日
元
気
で
天
職
を
努
め
ら
れ
る
こ
と
の
幸
せ
を
感
じ
て

い
ま
す
。

毎
年
、
台
湾
の
同
年
兵
会
を
や
る
が
、
私
は
農
業
を
や
っ
て

い
て
良
か
っ
た
。
勤
め
人
は
退
職
し
、
年
金
は
女
房
が
握
り
、

生
活
設
計
の
中
に
入
っ
て
い
る
の
で
「
お
前
が
一
番
幸
せ
だ
」

と
い
わ
れ
る
。
農
業
を
や
っ
て
い
れ
ば
、
早
寝
、
早
起
き
で
健

康
に
も
良
い
し
、
土
地
の
上
に
足
を
着
け
、
自
然
の
中
で
、
土

地
で
生
活
す
る
こ
と
、
私
も
一
番
幸
せ
者
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

暗
号
将
校
が

少
年
飛
行
生
徒
の
教
育
　 

香
川
県
　
鎌
倉
繁
治
　 

大
正
九
年
五
月
七
日
、
香
川
県
木
田
郡
三
木
町
大
字
鹿
庭
に

生
れ
、
当
時
は
祖
父
、
両
親
、
姉
一
人
、
妹
二
人
、
実
家
は
雑

貨
商
を
営
む
。
昭
和
十
五
年
徴
集
で
、
第
十
一
師
団
歩
兵
第
十

二
連
隊
に
現
役
兵
と
し
て
入
営
が
決
定
し
ま
し
た
が
、
当
時
部

隊
は
満
州
第
九
三
六
部
隊
と
し
て
東
安
省
虎
林
県
宝
東
に
あ
っ

た
の
で
す
。
陸
軍
記
念
日
の
昭
和
十
六
年
三
月
十
日
、
丸
亀
の

補
充
隊
で
軍
服
に
着
替
え
、
速
や
か
に
宝
東
へ
、
歩
兵
第
十
二

連
隊
だ
け
で
人
員
は
千
三
十
一
名
が
坂
出
１
羅
南
を
経
由
と
い

う
こ
と
で
す
。

他
に
徳
島
、
松
山
、
高
知
の
歩
兵
と
騎
兵
、
砲
兵
、
工
兵
、



こ
れ
が
二
隻
に
分
乗
し
た
が
、
蚕
棚
式
の
船
倉
の
生
活
で
直
通

六
日
ぐ
ら
い
か
か
っ
た
。
私
は
幹
部
候
補
生
要
員
だ
っ
た
の
で

引
率
者
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
て
、
責
任
は
重
か
っ
た
。

宝
東
で
、
ウ
ス
リ
ー
江
沿
岸
で
国
境
警
備
を
し
な
が
ら
、
三

か
月
の
教
育
を
受
け
た
。
目
の
前
の
河
を
隔
て
て
対
岸
は
ソ
連

領
で
し
た
。
三
か
月
の
間
に
幹
部
候
補
生
の
試
験
が
あ
り
、
六

月
幹
候
、
八
月
甲
種
幹
部
候
補
生
に
合
格
し
た
。
第
十
二
連
隊

は
古
い
連
隊
だ
っ
た
し
、
関
東
軍
は
最
新
鋭
だ
っ
た
の
で
訓
練

は
厳
し
か
っ
た
の
で
す
。

特
に
甲
幹
で
す
の
で
な
お
更
で
し
た
。

お
陰
で
ト
ッ
プ
と
な
る
こ
と
が
出
来
た
。

昭
和
十
六
年
九
月
一
日
、
豊
橋
の
予
備
士
官
学
校
へ
第
六
期

生
と
し
て
入
校
し
た
。
高
師
、
天
泊
の
演
習
場
で
の
訓
練
は
特

に
厳
し
く
、
ま
し
て
十
二
月
大
東
亜
戦
勃
発
の
た
め
短
縮
さ
れ

て
昭
和
十
七
年
三
月
三
十
一
日
卒
業
と
な
り
、
直
ち
に
原
隊
復

帰
、
見
習
士
官
と
し
て
宝
東
へ
帰
っ
た
の
で
す
。

関
東
軍
で
は
暗
号
将
校
と
し
て
特
別
教
育
を
受
け
た
が
、
関

東
軍
奉
天
通
信
教
隊
と
い
う
中
野
学
校
（
諜
報
特
殊
将
校
教
育

学
校
）
の
分
校
で
し
た
。
教
育
は
暗
号
専
門
だ
が
、
他
に
諜
報

・
ス
パ
イ
、
そ
の
他
の
教
育
を
や
っ
て
い
た
。
そ
の
人
た
ち
は

民
間
の
服
装
を
し
て
い
た
の
だ
が
、
ど
う
い
う
教
育
を
し
て
い

た
か
は
極
秘
だ
っ
た
の
で
私
に
は
判
り
ま
せ
ん
。

服
装
も
蒙
古
、

ソ
連
等
そ
れ
ぞ
れ
の
服
装
で
し
た
。

卒
業
は
昭
和
十
八
年
三
月
で
し
た
が
、
卒
業
と
同
時
に
歩
兵

第
十
二
連
隊
に
復
帰
し
て
、
東
安
の
第
五
軍
司
令
部
参
謀
部
の

情
報
主
任
参
謀
付
電
報
班
勤
務
と
し
て
出
向
（
参
謀
部
に
は
作

戦
、
情
報
、
後
方
と
三
つ
あ
る
）

、
第
五
軍
の
暗
号
係
下
士
官
の

教
官
と
な
っ
て
、
東
安
の
電
信
第
二
連
隊
で
の
集
合
教
育
を
し

た
の
で
す
。

当
時
の
暗
号
は
部
隊
暗
号
は
三
桁
数
字
で
表
わ
し
、
陸
軍
暗

号
は
四
桁
数
字
、
暗
号
書
に
数
で
表
わ
し
、
乱
数
表
を
非
加
減

に
よ
っ
て
暗
号
文
を
作
る
。
乱
数
表
の
使
用
に
は
使
用
規
定
が

あ
り
、
三
か
月
毎
に
更
新
す
る
。

暗
号
は
専
門
的
、
極
秘
な
も
の
な
の
で
次
に
「
暗
号
に
つ
い

て
」
示
し
て
み
ま
す
。

一
、
暗
号
の
種
類

イ
．
隠
語
（
有
線
、
対
話
に
よ
る
）

実
現
す
る
言
葉
を
使
っ
て
他
の
意
味
を
表
わ
す
方
法

例
　
鯨
が
三
匹
＝
潜
水
艦
三
隻



桜
が
咲
い
た
＝
展
開
完
了
せ
り

ニ
イ
タ
カ
ヤ
マ
ノ
ボ
レ
＝
真
珠
湾
に
突
入
せ
よ

ト
ラ
、
ト
ラ
、
ト
ラ
＝
我
れ
奇
襲
に
成
功
せ
り

ロ
．
秘
語
（
数
字
を
使
用
し
無
線
連
絡
）

部
隊
暗
号
（
三
数
字
使
用
）
師
団
、
連
隊
、
大
隊
等
で
使

用
。

陸
軍
暗
号
四
号
（
四
数
字
使
用
）
大
本
営
、
派
遣
軍
、
方

面
軍
、
軍
等
で
使
用
。

暗
号
書
に
よ
り
秘
語
化
し
、
使
用
規
定
（
三
～
四
か
月
で

更
新
）
に
書
き
乱
数
表
を
使
用
、
非
加
減
法
で
計
算

電
文
作
製
。

ハ
．
特
殊
暗
号

陸
海
共
同
暗
号
、
航
空
暗
号
、
気
象
暗
号
、
標
識
、
光
信

号
、
の
ろ
し
等

二
、
暗
号
用
語

イ
．
組
立
作
業
　
送
受
信
作
業
（
通
信
隊
）

、
翻
訳
作
業
、

判
読
作
業
（
不
明
な
所
を
判
明
に
す
る
特
殊
技
能
）

解
読
作
業
（
敵
国
の
暗
号
を
傍
受
し
解
明
す
る
特
殊
技
能
、

解
読
班
）

ロ
．
暗
号
掛
将
校
（
通
信
教
育
隊
入
校
、
電
信
班
勤
務
、
親

展
電
報
取
扱
、
鳩
班
、
軍
犬
班
指
導
）

暗
号
掛
下
士
官
（
師
団
通
信
、
電
信
連
隊
で
集
合
教
育
、

電
報
班
分
隊
長
）

暗
号
兵
（
一
期
検
閲
後
特
業
教
育
、
電
報
班
、
通
信
中

隊
配
属
、
二
年
兵
の
中
よ
り
師
団
通
信
出
向
）

ハ
．
関
東
軍
奉
天
通
信
教
育
隊
（
中
野
学
校
奉
天
分
校
）
満

州
第
五
四
九
部
隊
。
奉
天
北
陵
、
旧
張
学
良
軍
官
学

校
跡
。

通
信
班
、
暗
号
班
、
諜
報
班
（
ス
パ
イ
）

、
宣
撫
班
、
外

語
班
等
が
あ
っ
た
と
記
憶
す
る
が
徹
底
し
た
秘
密
主

義
の
た
め
他
の
班
の
行
動
は
不
明
で
あ
る
。

暗
号
を
発
信
、
受
信
す
る
時
は
暗
号
書
使
用
規
定
に
基
づ
い

て
作
業
を
行
う
が
、
受
信
し
数
字
を
普
通
文
と
す
る
の
は
暗
号

係
下
士
官
で
、
秘
密
や
極
秘
、
機
密
は
将
校
が
解
く
。
動
員
、

将
校
の
人
事
等
は
将
校
が
解
く
の
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
十
六
年
夏
に
関
東
軍
特
別
演
習
が
あ
っ
た
が
、
第
五
軍

は
ソ
連
進
攻
が
目
的
な
の
で
国
境
に
配
備
し
て
あ
っ
た
わ
け
で

す
。
大
本
営
の
方
針
は
、
戦
局
の
悪
化
に
伴
い
、
北
守
南
進
と



い
う
こ
と
で
、
関
東
軍
の
南
方
や
本
土
に
転
進
す
る
部
隊
が
多

く
な
っ
た
こ
と
は
承
知
さ
れ
て
い
る
通
り
で
す
。

私
は
、
昭
和
十
七
年
十
一
月
少
尉
に
任
官
を
し
、
現
役
志
願

を
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
師
団
で
は
徳
島
第
四
三
連
隊
の
将
校
と

私
の
二
人
だ
け
が
試
験
に
合
格
を
し
、
予
備
役
か
ら
現
役
将
校

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

昭
和
十
八
年
九
月
、
航
空
兵
に
転
科
し
十
月
中
尉
任
官
、
東

京
立
川
の
陸
軍
少
年
飛
行
学
校
へ
区
隊
長
と
し
て
転
属
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
終
戦
ま
で
、
少
年
飛
行
兵
第
十
六
、
第
十
八
期
生

の
区
隊
長
、
第
十
九
・
二
十
期
生
の
中
隊
長
代
理
と
な
り
ま
し

た
。一
区
隊
は
第
十
六
・
十
八
期
は
六
十
名
、
第
十
九
・
二
十
期

は
四
十
名
で
す
が
、
十
六
期
の
時
は
東
京
だ
け
、
十
七
期
は
大

津
に
出
来
、
十
九
期
以
降
は
大
分
に
も
分
校
が
出
来
ま
し
た
。

教
育
期
間
は
一
年
、
そ
の
間
に
生
徒
を
操
縦
、
整
備
、
通
信
に

適
性
、
体
力
等
に
よ
り
分
け
る
。

卒
業
後
は
上
級
学
校
（
専
門
）
の
操
縦
―
宇
都
宮
、
整
備
―

所
沢
、
通
信
―
水
戸
と
進
み
、
更
に
一
か
年
教
育
を
受
け
、
更

に
適
性
検
査
が
あ
る
。
操
縦
で
も
、
戦
闘
機
（
勇
猛
の
者
で
、

単
独
で
戦
闘
）

。
偵
察（
沈
着
、
判
断
力
、
責
任
観
念
旺
盛
）

。

爆
撃
機
は
操
縦
、
爆
撃
、
通
信
、
射
手
と
あ
り
大
体
七
人
で
、

九
七
式
、
一
〇
〇
式
、
呑
竜
な
ど
が
あ
り
、
爆
撃
は
二
～
三
人

で
操
縦
と
射
手
が
爆
撃
を
兼
ね
る
。

整
備
は
地
上
と
機
乗
（
重
爆
撃
機
）
と
あ
る
。
通
信
も
地
上

と
機
乗
（
重
爆
）
と
あ
る
。
上
級
の
専
門
学
校
を
卒
業
し
て
兵

長
と
な
る
。
丸
二
年
か
か
っ
て
、
軍
人
と
な
る
が
、
学
校
在
学

中
の
生
徒
は
準
軍
人
で
あ
る
。

普
通
兵
科
と
軽
爆
は
牟
田
、
太
刀
洗
、
戦
闘
機
は
明
野
で
、

第
十
六
期
生
は
昭
和
三
年
生
れ
の
十
五
歳
で
四
月
入
校
、
第
十

七
期
生
は
九
月
入
校
で
、
前
期
と
後
期
で
あ
る
。
少
年
飛
行
兵

学
校
は
十
六
個
中
隊
、
一
～
八
中
隊
は
第
十
六
期
、
九
～
十
六

中
隊
は
第
十
七
期
生
。
従
っ
て
十
六
期
の
次
は
十
八
期
、
十
七

期
の
次
は
十
九
期
生
と
な
る
。

学
校
の
教
育
に
つ
い
て
述
べ
る
と
次
の
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

午
前
中
は
一
般
学
科
＝
文
官
（
学
校
の
先
生
で
陸
軍
軍
属
）

と
、
軍
事
学
＝
教
育
（
典
範
令
法
）
で
あ
り
、
午
後
は
実
科
で

あ
っ
た
。
実
科
の
内
容
は
、
各
個
、
分
隊
教
練
、
両
手
軍
刀
術

等
で
あ
る
が
、
体
操
に
は
重
点
が
置
か
れ
、
特
に
鉄
棒
、
跳
箱
、



フ
ー
プ
（
中
へ
入
っ
て
廻
る
）

、
航
空
徒
手
体
操（
陸
軍
の
と
は

違
う
）

、
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
初
級（
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
＝
前
に
ゴ
ム

が
あ
り
、
パ
チ
ン
コ
式
に
飛
ば
す
）
で
あ
る
。
中
・
上
級
は
上

の
専
門
学
校
で
や
る
の
で
す
。

グ
ラ
イ
ダ
ー
の
中
級
は
セ
コ
ソ
ダ
リ
ー
と
い
っ
て
自
動
車
で

曳
行
（
高
度
七
十
メ
ー
ト
ル
で
切
り
離
す
。
三
百
六
十
度
転
回

し
元
の
所
に
帰
っ
て
来
る
）

。
上
級
機
は
ソ
ア
ラ
ー
と
い
っ
て

飛
行
機
で
曳
航
（
高
度
千
メ
ー
ト
ル
で
切
り
離
す
。
滞
空
時
間

三
十
分
）

。
こ
こ
ま
で
く
れ
ば
操
縦
技
術
は
飛
行
機
と
同
じ
に

な
る
。
そ
の
上
の
練
習
機
が
通
称
赤
ト
ン
ボ
。
教
官
が
後
に
同
乗
し

て
、
操
縦
杆
は
二
つ
つ
い
て
い
る
。
危
な
い
と
教
官
が
直
す
。

赤
ト
ン
ボ
で
単
独
飛
行
が
出
来
れ
ば
中
練
と
な
る
。
こ
れ
は
実

戦
用
の
古
い
戦
闘
機
で
、
優
秀
な
者
か
ら
戦
闘
機
に
乗
る
よ
う

に
な
る
。
余
り
上
手
で
な
い
の
は
重
爆
機
の
副
操
縦
士
か
、
特

別
教
育
を
さ
せ
る
所
に
廻
す
。
教
育
中
、
立
川
で
は
余
り
事
故

は
な
か
っ
た
が
、
宇
都
宮
あ
た
り
で
は
、
落
下
傘
降
下
で
た
ま

に
は
事
故
が
あ
っ
た
ら
し
い
。

第
十
六
期
生
は
全
部
伍
長
に
任
官
し
、
実
戦
に
出
て
、
特
攻

隊
、
振
武
特
攻
隊
と
し
て
突
入
し
た
者
も
い
た
し
、
部
隊
に

よ
っ
て
は
特
攻
に
入
ら
な
か
っ
た
者
も
あ
っ
た
。
特
攻
は
知
覧

が
基
地
で
、
今
年
は
昭
和
十
九
年
に
死
ん
だ
者
の
五
十
年
忌
に

な
り
ま
す
。

私
が
教
育
し
た
の
は
第
十
六
期
も
い
た
が
、
第
十
八
・
二
十

期
だ
っ
た
の
で
、
直
接
教
育
し
た
者
の
中
で
実
際
に
突
込
ん
で

死
ん
だ
の
は
六
名
、
満
州
で
ソ
連
機
と
戦
っ
て
死
ん
だ
者
は
一

人
で
し
た
。
昭
和
二
年
生
れ
の
第
十
四
、
十
五
期
生
は
ほ
と
ん

ど
振
武
隊
の
中
心
と
な
っ
て
突
込
ん
で
い
る
。
階
級
は
軍
曹
で

し
た
。
毎
年
第
十
六
～
二
十
期
生
が
全
国
大
会
を
開
い
て
い
る
。
今

年
（
平
成
五
年
）
は
第
十
六
期
生
が
熱
海
で
大
会
を
し
て
い
ま

す
が
、
第
二
十
期
生
は
、
昭
和
二
十
年
八
月
一
日
で
入
校
し
、

十
五
日
に
は
終
戦
と
な
っ
た
の
で
す
が
、
今
も
連
絡
し
て
会
を

や
っ
て
い
ま
す
。

終
戦
の
時
、
私
は
立
川
の
学
校
で
し
た
。
当
時
は
学
校
の
警

備
隊
長
と
な
っ
た
。
高
射
機
関
砲
一
個
小
隊
が
配
属
と
な
っ
て

い
て
、
各
中
隊
と
有
線
連
絡
を
す
る
等
が
警
備
隊
長
の
役
目
で

し
た
。
第
二
十
期
生
は
四
月
入
校
の
予
定
が
八
月
一
日
に
な
っ



た
の
で
、
そ
の
空
白
期
間
に
警
備
隊
長
を
や
っ
た
わ
け
で
す
。

そ
れ
か
ら
暗
号
が
出
来
た
か
ら
で
も
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

終
戦
の
時
は
十
六
棟
あ
っ
た
施
設
を
一
つ
宛
間
引
き
し
、
棟

数
を
半
分
と
し
て
空
襲
の
被
害
を
防
い
だ
り
、
そ
の
間
を
防
空

壕
に
し
た
り
し
た
。
従
っ
て
教
育
は
武
蔵
野
の
林
の
中
で
露
天

教
育
し
て
い
た
。
空
襲
を
受
け
死
ん
だ
の
は
曹
長
で
あ
る
班
長

と
炊
事
係
傭
い
の
婦
人
の
二
人
で
機
銃
掃
射
の
た
め
で
す
。

飛
行
隊
の
生
徒
は
八
月
二
十
日
頃
は
、
あ
る
物
を
持
て
る
だ

け
持
た
せ
て
、
生
徒
は
ま
だ
少
年
で
す
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
将
校
が

引
率
し
て
停
車
場
司
令
部
と
連
絡
し
、
汽
車
を
配
備
し
て
そ
れ

ぞ
れ
家
へ
帰
し
ま
し
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
上
陸
す
る
の
で
、

一
番
危
険
な
航
空
関
係
部
隊
は
早
く
復
員
を
命
ぜ
ら
れ
た
か
ら

で
す
。
私
等
は
、
一
部
残
務
整
理
要
員
を
残
し
て
八
月
中
に
一
時
家

へ
帰
っ
た
が
、
ま
た
呼
び
出
さ
れ
て
学
校
へ
帰
り
秘
密
書
類
を

持
っ
て
家
に
帰
っ
た
。
特
攻
関
係
者
は
戦
犯
に
は
な
ら
な
か
っ

た
。
航
空
兵
時
代
の
こ
と
で
す
が
、
私
等
、
第
十
一
師
団
の
三

名
の
現
役
志
願
将
校
は
、
佐
官
級
将
校
丁
種
学
生
候
補
に
な
る

よ
う
勉
強
せ
よ
と
の
訓
辞
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
沢
山
の
少
年

航
空
兵
を
教
育
し
た
が
、
特
攻
を
決
意
し
た
当
時
の
少
年
も
今

で
は
六
十
数
歳
に
な
り
、
会
合
の
度
に
昔
の
精
気
を
感
じ
、
感

無
量
で
あ
り
ま
す
。

【
解

説
】（
参
考
資
料
）

◎
東
京
少
年
飛
行
学
校
の
編
成
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

第
一
教
育
隊
（
第
一
～
第
八
中
隊
）
一
個
中
隊
は
四
区
隊
、

一
区
隊
は
二
班
、
第
二
教
育
隊
（
第
九
～
第
十
六
中
隊
）

。
偶

数
期
生
徒
は
毎
年
四
月
入
校
、
奇
数
期
生
徒
は
九
月
入
校
。

◎
学
校
の
卒
業
実
習

①
実
弾
射
撃
、
習
志
野
に
お
け
る
班
長
（
軍
曹
）
指
揮
の
分

隊
、
野
戦
陣
地
攻
撃
。

②
野
戦
軍
装
に
よ
る
中
隊
一
〇
キ
ロ
行
軍
。

◎
終
戦
時
の
少
年
飛
行
兵
学
校

①
立
川
―
東
京
陸
軍
少
年
飛
行
兵
学
校
（
関
ケ
原
よ
り
東
の

各
都
道
県
出
身
者
）

②
大
津
―
大
津
陸
軍
少
年
飛
行
兵
学
校
（
関
西
、
中
国
出
身

者
）

②
大
分
―
大
分
陸
軍
少
年
飛
行
兵
学
校
（
四
国
、
九
州
）



◎
学
校
防
衛
に
つ
い
て
。
房
総
沖
に
進
出
し
た
空
母
よ
り
グ
ラ

マ
ン
Ｆ
５
、
Ｆ
６
の
銃
撃
と
、
Ｂ29

の
空
襲
よ
り
生
徒
の
安

全
を
守
る
た
め
防
衛
隊
編
成
。

①
校
内
並
に
周
辺
武
蔵
野
の
林
に
防
空
壕
作
成
（
十
九
期

生
）

②
火
災
の
延
焼
を
最
小
限
に
す
る
た
め
、
校
舎
を
寸
断
、
半

減
取
壊
し
開
始
。
こ
の
た
め
昭
和
二
十
年
四
月
入
校
予
定

の
第
二
十
期
生
八
月
入
校
、
十
九
期
生
繰
上
げ
卒
業
。

③
編
成
防
衛
隊
長
―
第
一
教
育
隊
長
。
救
護
隊
長
―
高
級
軍
医
。

食
糧
隊
長
―
高
級
主
計
。

消
火
隊
長
―
先
任
中
隊
長
・
週
番
司
令
。

防
空
隊
長
―
鎌
倉
中
尉
（
有
線
、
暗
号
）

。

指
揮
班
（
少
尉
１
、
下
士
官
２
、
ラ
ッ
パ
手
２
、
衛
生
兵

２
）

。
通
信
班（
下
士
官
７
、
伝
令
５
）

。

防
衛
班
（
配
属
高
射
機
関
砲
一
個
小
隊
）

。

自
衛
班
―
各
中
隊
下
士
官
全
員
（
約
十
五
名
）
軽
機
・
小

銃
で
対
空
応
戦
。

事
務
室
―
准
尉
以
下
、
下
士
官
・
兵
は
中
隊
長
直
轄
連
絡

係
・
記
録
・
補
充
要
員
。

◎
復
員
業
務

①
生
徒
を
安
全
か
つ
早
期
に
復
員
さ
す
た
め
第
一
目
標
八

月
二
十
日
最
終
。
八
月
二
十
五
日
を
目
標
に
中
隊
長
代

理
と
し
て
命
に
従
い
、
東
京
停
車
場
司
令
部
で
日
夜
交

渉
、
列
車
を
確
保
。

②
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
厚
木
到
着
ま
で
に
将
校
以
外
中
隊
付
全

員
復
員
完
了
。

③
残
務
整
理
で
の
一
番
の
困
難
と
苦
労
は
周
辺
の
民
家
の

土
蔵
を
借
り
て
疎
開
し
て
い
た
兵
器
・
被
服
・
陣
営
具

・
物
資
等
の
集
積
・
処
分
と
、
中
隊
の
考
科
表
・
兵
籍

名
簿
等
の
整
理
。
米
軍
進
駐
後
を
予
想
し
て
の
流
言
蜚

語
に
よ
る
将
校
以
下
の
動
揺
と
指
揮
系
統
の
乱
れ
等
で

あ
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
る
。

五
十
年
近
い
追
憶
と
統
率
権
を
持
た
な
い
指
揮
権
の
み
の
下

級
将
校
の
知
り
得
た
情
報
と
判
断
に
は
、
多
少
の
誤
り
が
あ
る

事
は
事
実
で
あ
る
と
思
う
。
　
　
　
　
　
（
鎌
倉
氏
の
述
懐
）




